
 

 

近畿経済産業局では、令和 6年度京都府北部を舞台に「ローカルラグジュアリーの実証事業」を

実施しました。 

実施事業によって導き出された VUCA時代における地方創生 2.0の一つの手段、「地域の魅力の発

掘とイノベーション創出につながる越境」について、前編・中編・後編・特別編に分けてご紹介

します。 
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【前編】                                         

 

（前編）では、地方創生 2.0やローカルラグジュアリー、実証地域である京都北部地域について

ご紹介します。 

 

○今、注目を集めている地方創生 2.0 

まず、昨今の国の方針として、令和 6年 10月 11日「新しい地方経済・生活環境創生本部」が設

置（閣議決定）され、令和 6年 12月 24日内閣官房「新しい地方経済・生活環境創生本部事務

局」より『地方創生 2.0の「基本的な考え方」概要』が発出されています。 

本事業では、以下に地方創生 2.0の「基本的な考え方」、「5本柱」を抜粋して掲載します。特に

「基本的な考え方」の中では以下の 3点に着目しました。 

• 国民の持つ価値観が多様化する中で、多様な地域・コミュニティの存在が国民の多様な幸

せを実現する 

• 「楽しい」と思える地方を民の力を活かして、官民が連携して作り出していく必要がある 

• 市町村を越えた「横」の関係を意識し、各地域において「産官学金労言」関係者が、「女性

や若者にも選ばれる地域」となるため、自ら考え行動を起こすことが必要ではないか 

 

出典：内閣官房 地方創生 2.0の「基本的な考え方」（令和 6年 12月 24日） 

また、5本柱の中で、③「付加価値創出型の新しい地方経済の創生」は、特に本事業との関連性

が高い部分です。 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_chihousousei/pdf/gaiyou.pdf
https://assets.st-note.com/img/1747886341-bc1ielZOdtmh7qErHFUpAV3P.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


 
出典：内閣官房 地方創生 2.0の「基本的な考え方」（令和 6年 12月 24日） 

 

上記のような地方創生 2.0の流れと、今回のローカルラグジュアリーの実証事業（令和 6年 7月

～令和 7年 3月）は、結果として取り組む方向性の親和性が高く、まさに地方創生 2.0を実現す

る手段の一つと考えられます。 

  

それでは、本事業の中でまずは、ローカルラグジュアリーについて深掘りをします。 

 

 

○地方創生の１つの手段としてのローカルラグジュアリー 

 

みなさまは「ローカルラグジュアリー」と聞いて何を思い浮かべますか？ 

  

ラグジュアリーだけであれば、おそらく多くの方が、「高級、贅沢、魅惑的な」など、自分たちの

日常生活から少し離れたところにある「ものやサービス、非日常の時間」などを思い浮かべるの

ではないでしょうか？「ローカル」が付いていますので、「地方における贅沢・高級なものやサー

ビス、時間」とお考えかもしれません。 

本事業第 2回（Vol.2）においてご登壇いただきました株式会社やろまい 秋元祥治氏による説明

資料（図１、近畿経済産業局にて再編）によれば、「ラグジュアリー」の解釈は、世代に応じて選

択肢が増えているようです。 

https://assets.st-note.com/img/1747886466-dgs3rDoHwAN2FOpJKMqUbTlX.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


 

図 1 ラグジュアリーの変遷 

出典先：Local Luxury Vol.２ 株式会社やろまい 秋元祥治 氏の資料より （（財）日本交通

公社 WEB 日本政府観光局（JINTO）研修資料）   

 

さらに、「ローカル」ラグジュアリーについては、秋元祥治氏は、ForbesJAPANの記事の中で以下

のように提唱しています。 

「単に贅沢や高価であるということではなく、その土地でなければ味わえない貴重で豊かな体験

やそこで過ごす時間」 

もともと、「ローカルラグジュアリー」は、2022年に秋元祥治氏と一緒に京都府与謝野町を訪れ

た大瀬良亮氏（株式会社 KabuK Style 創業者）が、与謝野町をはじめ、その周辺地域の様々な事

例を拝見された中で、称された言葉です。 

今回、近畿経済産業局では、秋元祥治氏の記事から学びを得て、各地に新たなローカルラグジュ

アリーを創出するために、言葉の発祥の地となった京都北部を舞台にローカルラグジュアリーの

実証事業を実施しました。 

まず、実証においては、ローカルラグジュアリーのイメージとして、以下の図２の通り、「ひと・

もの・こと及び、それによって生み出される時間」と捉え、スタートしました。 

https://assets.st-note.com/img/1748857539-b8H307JyQTFwt5LuEIZCXvgx.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


 

（図２）ローカルラグジュアリーのイメージ 

 

○ローカルラグジュアリーの実証地域である京都北部地域の特性 

本事業の舞台とした京都北部地域は、いわゆる「京都」と聞いてイメージされる「京都市内」と

は異なり、「もう一つの京都」、「海の京都」、「奥京都」などの呼び名があります。ここでは、他の

地域と同様、さまざまな取組を通して、地域の魅力の発掘や活性化が行われています。 

 

地理的なところでは、図３のとおり、北部の中でも更に北側、海に面する 4市町（京丹後市、宮

津市、与謝野町、伊根町）を「丹後地域」、その南に位置する３市町（福知山市、舞鶴市、綾部

市）は「中丹地域」と呼ばれ、丹後地域、中丹地域を合わせた 7市町を今回の主な実証対象エリ

アとしました。 

 

(図３)京都北部地域とは 

https://assets.st-note.com/img/1747648456-CEqcyidG1fOSsnFg7LjI5AbV.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85
https://assets.st-note.com/img/1747716141-eCG2XyvP5hdzTnlYD6q8moSQ.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


 

全国、京都府、海の京都、丹後地域における産業等の特徴（抜粋）  

RESAS 産業構造マップー産業構造分析ー産業構成割合（2021年）を用いて作成。「製造業」、「卸

売業、小売業」、「宿泊業、飲食サービス業」、「医療福祉」、「建設」、「その他」の６つに大別して

特徴を図示。 

 

 

※1 RESAS人口マップ－人口構成分析－人口推移グラフ－2020年実績値  

※2北近畿地域の市町村産業連関表作成と地域産業構造分析（福知山公立大学 三好ゆう） 

https://fukuchiyama.repo.nii.ac.jp/record/419/files/fukuchiyama5-3.pdf 「特化係数」と

は、地域のある産業の生産額が地域全体の生産額に占める割合を、全国の当該産業の割合で除し

たものである。全国の平均的な産業構造と比較することで、その地域の産業特化を示す指標であ

る。したがって特化係数が「1」であれば、国と産業構成比が同じであり、「1」より大きい場合

は、ある産業が日本国内においてその地域で相対的に集積している、つまりその地域の強みであ

ることを表す。平成 23年データを使用。  

※1、2以外 RESAS産業構造マップ－産業構造分析－産業構成割合（2021年） 

 

 

https://assets.st-note.com/img/1749183626-hXm9fsor6EV8SbPFnY3zluDL.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85
https://assets.st-note.com/img/1748858397-2ehOWmcLXKwPq1ru3HNfipBj.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


以上の資料から、京都北部 7市町について、以下の 3点に着目しました。 

 

①  人口および生産年齢人口の減少 

人口 2000年 約 33万人 → 2020年 約 28万人 → 2040年 約 21万人 

総人口減少に歯止めがかからず、特に丹後地域においては 2035年以降、生産年齢人口が老年人口

を下回る予測です。 

 
 

海の京都地域（７市町）の人口推移グラフ 

 

 

丹後地域（4市町）の人口推移グラフ 

 

②  産業構造の特性（2021年データ） 

産業構造を中分類まで紐解いた場合、製造業の中で、特に繊維工業の企業数や従業者数といった

点において特徴があり、京都府内の繊維工業企業の企業数のうち 30％超が京丹後市・与謝野町で

https://assets.st-note.com/img/1748857945-8VSf6gmwlXaojvtk5GI3C1BN.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85
https://assets.st-note.com/img/1748858046-QFz2BMvxWEdYKObj5gnw6cNh.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


経営をされています（京丹後市 735社、与謝野町 375社の計 1,110社。京都府は 3,364社）。 

（図４は、各項目 1位の業種を抽出。上段は大分類、下段は中分類） 

 
図４ 

 

数値詳細は、上図４のとおりです。 

【北部 7市町】企業数 ：１位 繊維工業（1,180社） 

【丹後 4市町】従業員数：２位 繊維工業（2,659人） 

これは「丹後ちりめん」の産地である背景が大きく影響しています。 

「丹後ちりめん」は、約 300年前から丹後で作られており、表面のしぼと呼ばれる凸凹が特徴

で、日本のシルク織物の約 60％を織っている日本最大の産地です。しかしながら、近年、生産は

ピークであった約 920万反から 50年間で最盛期の約 1.5％の生産量と大幅に減少しています（下

図５：Vol.4クスカ(株）の資料を一部加工） 

 

（写真）丹後ちりめん 

 

https://assets.st-note.com/img/1748858104-uRb52NHdsPl4MvEgU0pfOQe9.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85
https://assets.st-note.com/img/1748339275-wf2e1ETUgvWHXY0kN3A7F5ci.jpg?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


 

図５：Vol.4クスカ（株）の登壇資料より 

 

③  労働生産性の特徴（2021年データ） 

全国平均 6,095（千円/人）、京都府平均 5,432（千円/人） 

7市町平均 3,527（千円/人）、4市町平均 2,974（千円/人） 

労働生産性＝付加価値額÷従業者数 

（付加価値額＝売上高－費用総額＋給与総額＋租税公課）、（費用総額＝売上原価＋販売費及び一

般管理費） 

労働生産性は、下図６で表された７市町、下図７で表された 4市町とも、京都府の平均値以上の

業種は「金融業、保険業」のみで、それ以外の業種は、京都府平均値に達していないことが読み

取れます。また、「金融業、保険業」の従業者数は、7市町においても約 1,000人と全体に占める

割合は多くありません。 

よって、7市町（下図６）においては、比較的多くの従業者を占める「卸売業、小売業」、「製造

業」「医療、福祉」における付加価値額の向上（「卸売業、小売業」においては 7市町平均値への

引き上げ、「製造業」、「医療、福祉」においては、京都府平均値への伸長）が期待されます。 

https://assets.st-note.com/img/1749546307-nJP3rNzvOl7doQ5f8XBYDMKk.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


 

図６ 【7市町】黒の実線：労働生産性 平均値 3,527（千円/人） 

 

また、4市町（下図７）に関しては、比較的多くの従業者を占める「製造業」の 4市町平均値へ

の引き上げや「卸売業、小売業」、「医療、福祉」の京都府平均値への伸長が期待されます。 

これまでの状況を鑑みると、人口減少が著しい地域であることを踏まえ、従業者をなるべく維持

しながらも、付加価値額を増やしていくかという点が重要と考えられます。 

 

図７ 【4市町】黒の実線：労働生産性 平均値 2,974（千円/人） 

 

別の切り口から北部地域を見てみると、事業者を取り巻く支援機関のつながりが強く、連携体制

も比較的構築されており、アトツギ事業者が群になって、新たなアトツギを応援していくといっ

た関係性（エコシステム）が培われています（図８）。実際に、2024年のアトツギ甲子園におい

て、京丹後市の株式会社マルキ建設が経済産業省のグランプリを受賞しています。 

https://assets.st-note.com/img/1749547050-Rq84MOupYWjeSV5NFynDxbHl.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85
https://assets.st-note.com/img/1749547131-iCwOEXBpLFrMSPmTk0sAycRf.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


 

図８ 京都北部地域で構築されたアトツギ応援関係図 出典：京都信用保証協会資料を一部加工 

 

今回、このような現状の京都北部で実証を進めるにあたっては、上述のネットワークに関与する

地域企業の協力が不可欠であると考えたことから、地域との関係性が深い地域金融機関で、この

北部エリアでシェア率が 60％以上である京都北都信用金庫の共催のもと実施しました。 

（2024/12/26）京都府内企業のメインバンク実態調査（2024年） 

  

京都北都信用金庫は、上述のような「アトツギ支援」だけでなく、人口減少著しい地域における

「副業兼業支援」や「休眠預金の活用」、「ソーシャル企業認証」など、「地域活性化の実現」を最

重要課題と掲げ地域元気宣言による様々な取組の中で地域や事業者との関係性を構築されている

ことからも、本実証事業を行う上で、非常に重要な橋渡し役を果たしていただきました。 

  

京都北部の状況と地域の包摂的成長について 

京都北部地域のような人口減少が著しい地域における国の一つの考えとして、「地域の包摂的成

長」という政策論があります（図９）。この中では、投資・所得・イノベーションの３つの好循環

を生み出していくために、「地域中堅・中小企業の成長（高賃金を可能にする高収益企業へ）」、

「地域の成長（稼ぐ・消費するが循環する地域）」が述べられています。 

https://www.tdb.co.jp/resource/files/assets/d4b8e8ee91d1489c9a2abd23a4bb5219/f5fe3ef3d54f43f6b371585ff96add26/20241226_%E4%BA%AC%E9%83%BD%E5%BA%9C%E5%86%85%E4%BC%81%E6%A5%AD%E3%81%AE%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%90%E3%83%B3%E3%82%AF%E5%AE%9F%E6%85%8B%E8%AA%BF%E6%9F%BB%EF%BC%882024%E5%B9%B4%EF%BC%89.pdf
https://assets.st-note.com/img/1749184409-AHJw4lpRoLYPi6Dr2FgW09Sf.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


 

（図９）地域の包摂的成長とは出典：P17 2023年 3月 14日「地域の包摂的成長」検討チーム報

告書より再編 

 

〈前編まとめ〉 

「前編」では、ローカルラグジュアリー事業を紹介する前段階となる「地方創生 2.0」、「ローカ

ルラグジュアリーの考え方」、「対象となる京都北部地域」について紹介しました。 

京都北部の人口減少の見通し、各市町の特色ある産業構造からは、「地方創生 2.0」や「地域の包

摂的成長」で述べられている「付加価値創出型の新しい地方経済の創生」や「地域の成長（稼

ぐ・消費するが循環する地域）」を実現するための実証舞台として京都北部地域がその可能性を持

つことが改めて明らかになったのではないでしょうか。 

以上が「地域の魅力を事業者の現場を起点に捉える新たな地方創生～ローカルラグジュアリー実

証報告（前編）～」です。 

「中編」では、改めて「事業のコンセプト」や「実際の実証事業」について紹介します。 

 

 

  

https://assets.st-note.com/img/1749185868-9Hen20ZArY186upjxQGsqkLt.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


【中編】                                         

 

○実証事業のコンセプトと内容 

本事業においては、下図 10の通り、地域の取組（ソフト：アトツギ支援のエコシステム、まちお

こし事業、オープンファクトリー等）や地域の素材（ハード：観光地・景観、農林漁業、歴史・

文化等）に、「外部の視点」を加えることによって、「魅力を高める」可能性があると仮説を立

て、実施しました。また、大阪・関西万博の際のインバウンド需要の取り込みやその後の来訪者

の増加なども視野に入れて実証を行ったものです。 

 

（図 10）外部の視点が加わることで、魅力が拡張するイメージ図 

 

また、狙いやターゲットを純金融資産の保有額の階層別にみた規模と世帯数を簡略化すると下図

11の三角形が該当部分となると考え、特定の所得層に絞るという形でなく、全層が何かしらター

ゲットとなる可能性を鑑みて実施したものとなります。 

 

（図 11）ターゲット層の整理（出典先：国税庁「国税庁統計年報書」、総務省「全国家計構造調

査」、厚生労働省「人口動態調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計」、

https://assets.st-note.com/img/1749636226-yltUQJZuGz4FsHwrPoIvgM2h.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85
https://assets.st-note.com/img/1749636315-PJdnRgtc2YU6HL4ZxlwXmrE5.png?width=2000&height=2000&fit=bounds&quality=85


東証「TOPIX」および「NRI生活者 1万人アンケート調査」、「NRI富裕層アンケート調査」等より

NRI推計） 

 

今回、消費者（訪問者）は、先ほど示した図の逆三角形（灰色）部分に消費の余地を有している

と考えています。つまり超富裕層であれば、ローカルラグジュアリーに費やす余力が多く、マス

層であれば、比較的少ないといった見方になりますが、それぞれの消費を伸ばしていくために

は、各層ごとに異なったアプローチが有効となり、超富裕層目線であれば、「視座の高まり」、マ

ス層であれば、「視野の広がり（話題性）」といった点が、消費を伸ばす一つのポイントになるの

ではないかと思料します。（図 12）。 

 

（図 12）ターゲット層毎に変化する観点 

 

次に、上述のコンセプトやターゲットを前提に行った今回の具体的な実証内容についてご紹介し

ます。 

  

「京都北部においてローカルラグジュアリーを体現されている事業者の現場に、地域外の有識者

や地域のアトツギ・キーパーソンと一緒になって巡り、意見交換・交流する場を設ける」(３回) 

 
（第一部）実証事業者の現場にて 

・地域の優れた事業者の現場を見学し、経営者の想いに触れる。 
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（第二部）地域のイノベーション創出拠点にて 

・有識者による新たな視点の提供（基調講演）と地域の事業者による自社の取組内容の発表と共

に、トークセッションを行い、最後にアトツギ・キーパーソンのネットワーキングを図る。 

 

各回の登壇者 

 

【各回の開催詳細】 

Vol.1 2024年 7月 4日開催 フライヤー 

 

https://www.kansai.meti.go.jp/2giki/localluxury/vol1.pdf
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(写真)実証 Vol.1の様子 
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Vol.2 2024年 9月 24日開催 フライヤー 

 

https://www.kansai.meti.go.jp/2giki/localluxury/vol2.pdf
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(写真)実証 Vol.2の様子 

 

Vol.3 2024年 11月 14日開催 フライヤー 

 

https://www.kansai.meti.go.jp/2giki/localluxury/vol3.pdf
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(写真)実証 Vol.3の様子 
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Vol.1～3実施を通したアンケート結果について（抜粋） 

記載されたコメントを要約すると、以下の声が多く見受けられました。 

• 地域・文化・歴史に触れることができた。 

• 経営者の取組・想いを直接お聞きすることができた。 

• 社員との接点を持つことができ、より深く、事業を知ることができた。 

これらが事業実施における高い満足度を支えている要因を鑑みると、地域の経営者同士における

「現地見学型」の交流機会は他地域においても互いの触発手法として機能する可能性があると思

料します。 

 

〈中編まとめ〉 

既述のとおり、今回実施をしたローカルラグジュアリー事業は、毎回非常に活気を帯びた開催と

なりました。その結果、地域に生まれた変化は以下の通りです。 

1. 「他地域への関心向上」 

互いに訪問することで、ラグジュアリーの表現方法は多様に有ることに気づき、他地域

（京都府外）の先駆的事例へ自発的に視察に行くといった動きが生まれた。 

 

2. 「参加者間による新たな交流」 

参加者としては、事業に興味を持つ京都北部以外の企業も含まれており、触発された他地

域の企業がさらに学びを深めるために改めて視察に訪れるなどの新規交流も生まれた。 

 

3. 「都市部のキープレイヤーとの関係構築」 

普段接することの少ない有識者との接点を確保することで、北部地域で新たなセミナーの

開催に繋がり、個別で事業者と有識者が接する機会が生まれた。 

 

 

以上が「地域の魅力を事業者の現場を起点に捉える新たな地方創生～ローカルラグジュアリー実

証報告（中編）～」です。 

（後編）においては、「なぜ、今回の実証事業から様々な変化が生まれたのか」を改めて事務局で

検討し、立てた仮説についてご紹介します。仮説を元に実施した Local LuxuryVol.4、Vol.5の概

要と共にご紹介させていただきます。 

  



【後編】                                         

 

後編は、「なぜ、今回の実証事業から様々な変化が生まれたのか」を改めて事務局で検証し、立て

た仮説についてご紹介します。 

 

実証事業を通して見えてきたこと 

今回、京都北部を舞台に実証を重ねてきたローカルラグジュアリー事業において、生まれた変化

は（中編）にてご紹介したとおりですが、改めてその要因を事務局で検証した結果、以下の仮説

を立てました。 

 

【訪問先の特徴による成功要因】 

実証事業者の共通項としてアトツギ世代を中心に下請構造からの脱却とパートナーシップ型への

移行・対応が進んでいたことにより、一社で完結せず、地域の歴史や魅力と連動するツアーとな

ったことで、「重層的（メタ的）な地域の訪問機会」が実現されたため。 

 

【継続発展に向けて必要となる要素】 

『魅力ある「重層的（メタ的）な地域の訪問機会」をアレンジ可能な「紡ぎ人（翻訳者、橋渡し

役等）」』の存在により有効に機能するのではないか。 

 

【必要となる要素を満たす候補者の可能性】 

「紡ぎ人」になり得る候補者として、地域金融機関は可能性が高いのではないか。 

上記について詳しく説明します。 

 

【訪問先の特徴による成功要因】 

実証事業者の共通項として、アトツギ世代を中心に下請構造からの脱却とパートナーシップ型へ

の移行・対応が進んでいる企業であったことが挙げられます。（図 13） 

 

（図 13）出典先：角野然生 経営の力と伴走支援「対話と傾聴」が組織を変える（光文社新書

1312）-2024/5/15） 

また、ローカルラグジュアリー実証事業者の要素として過去・現代・未来といった時間軸で捉え

た場合、「伝統を生かす（過去をアップデート）」、「消費・文化を生み出す（現代を耕す）」、「社会

課題解決に挑む（未来を育む）」といった要素が重なり合って魅力が生み出されている点も考察さ

れました。 
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より具体的に、次の３つの取組が絡み合うことで、より重層的な（深みを持った）魅力的な地域

となると考えます。 

 
歴史的・文化的背景をもつ産地（丹後ちりめんなど）において、伝統を生かしながらも新たな付加価値を生み

出し、過去をアップデートしている取組 
 

 
現代に根付いた事業が新たな消費文化を興すきっかけとなり、地域に豊かさをもたらしている取組 

 

 

近年の社会課題を解決するための一歩が、結果的に地域を巻き込みながら地域の未来を育んでいる取組 

 

【継続発展に向けて必要となる要素】 

既述の魅力ある「重層的（メタ的）な地域の訪問機会」をアレンジ可能な「紡ぎ人（翻訳者、橋

渡し役等）」の存在について説明します。 

例えば、地域に魅力的なコンテンツがあったとしても、それら適切に発信できなければ訪問者に

伝わることはありません。訪問者の需要や嗜好に合わせた魅力を適切に発信し、魅力の翻訳機能

を担う「紡ぎ人」の存在が、より深みのあるローカルラグジュアリーを実現する上で重要である

と考えます。 

また、伝統などの大事にしていかなければならないことはあるものの、域内にとどまった視座

や、踏襲型の取組にとどまってしまうことで、地域の魅力が自然と薄れていくことが少なくあり
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ません。そのような地方の環境下において「紡ぎ人」に有効な視点が、「域外での経験」です。地

域に域外の視点を加えることが、域内を見つめ直す機会につながり、新たな気付きを経て変化を

起こしていく連鎖が、地域の魅力をリバイバル・向上させることにつながるのではないでしょう

か。これはまさに「不易流行」です。 

つまり、紡ぎ人（翻訳者、橋渡し役等）の存在が、地域に「不易流行」の視点をもたらし、深み

あるローカルラグジュアリーを実現するために重要な要素となると考えられます。 

そこで、第 4回（Vol.4）は、「紡ぎ人」に着目し、その役割や重要性に特化した形で開催しまし

た。 

Vol.４ 2025年 1月 31日開催 フライヤーVol.4 参加者 32名 

 

Vol.4の開催の様子 

  

有限会社セメントプロデュースデザイン            西田工業株式会社 

（コトモノミチ at PARK SIDESTORE）         （Laugh Out） 

 

 

セッションの中においては、「紡ぎ人」とは、図 14の通り、コーディネーター、デザイナー、複

数の拠点を持つ事業者、メディア、支援機関等が考えられ、それぞれの特性を活かしながら活動

していることが言及されました。 

 

https://www.kansai.meti.go.jp/2giki/localluxury/vol4.pdf
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(図 14)紡ぎ人になり得るプレイヤー層 

 

【必要となる要素を満たす候補者の可能性】 

第１回～第４回にご登壇協力いただいたクリエイターや観光者、編集者が「紡ぎ人」となり得る

ことは、これまでのご紹介のとおりですが、今回の実証地域においては地域のキープレイヤーへ

の声かけ等、支援機関等（「地域金融機関（京都北都信用金庫）」）が各回の開催を有意義なものと

する上で鍵となっていました。 

  

そこで、「ローカルラグジュアリー」という観点で産業施策を考えるために「『紡ぎ人』としての

地域金融機関である『信用金庫』」に着目し、さらなる深掘りをおこないました。 

  

もちろん、既述のとおりさまざまな事業主体が紡ぎ人になる可能性を秘めていますが、信用金庫

は、活動エリアが地域に限定されつつも、金融を主軸とした地域貢献・地域共創が求められてい

ます。信用金庫は、地域企業の財務情報を有している点が、他の紡ぎ人候補と違った特徴です。

特に信用金庫の場合、地域の実情を知り、その地域で活動する組織、人と人のつながりやお金の

情報を持っています。（いわゆる人、物、金、情報のうち、人、金、情報部分）。また、行政機関

や事業者との連携も日常的に行っており、「目立つ存在」というよりも、「なくてはならない存

在」でもあります。ただ、それだけで「紡ぎ人」として十分ということではなく、他地域を知る

こと（越境）も重要な要素です。 

つまり、信用金庫（または信用金庫職員）においても地域を越えた連携により、ナレッジシェ

ア、学び合い、触発の機会を設け、相互交流によるレベルアップを図ることが、厚みのある「紡

ぎ人（組織）」となるための望ましい活動と言えるのではないでしょうか。 

 

「紡ぎ人（組織）」として信用金庫に期待される両軸の活動 
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そこで、外部との交流（越境）の重要性（「紡ぎ人（組織）」としての信用金庫への期待）という

観点から、想いを同じくする関西の信用金庫を集め、第 5回（Vol.5）の実証をフォーラム形式で

開催しました。 

こちらは、和歌山ものづくり文化祭実行委員会とも連携をした形で、各地で地域一体型オープン

ファクトリーを行う企業と、その企業群を支えている信用金庫を組み合わせた枠組みで開催しま

した（「オープンファクトリーの魅力と産業ツーリズムの可能性 Featuring関西オープンファクト

リーフォーラム Vol.32＆Local Luxury Vol.5」）。 

  

※地域一体型オープンファクトリーは、地域の複数の現場をみせる活動であり、ローカルラグジ

ュアリーとも親和性の高いものです。 

 

Vol.5 2025年 2月 19日開催 フライヤー 参加者 104名 

 

   

    各地の支援機関による推しピッチの様子        各地の匠によるオープンファクトリーの可能性の様子 

 

フォーラムでの各登壇者のお話からは、以下の点について言及がありました。 

• 各地には「見えている魅力」と「水面下の（外部からは発見しづらい）魅力」という 2種

類の魅力が存在する。 

• 「紡ぎ人」は、「水面下の魅力」をうまく表層化する力、もしくは水面下の魅力をにじみ出

し、訪問者に感心を持たせることで水面下に誘引する力が求められるのではないか。 

 

https://www.kansai.meti.go.jp/1-9chushoresearch/openfactory/Forum/set_forum32.pdf
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外に「見えている魅力」は、その地域のソフトとハードであり、言い方を変えると外部への見え

方・接続点と表すことができます。一方で「水面下の魅力」は、「見えている魅力」を深掘りする

ことで見えてくるものであり、まさにローカルラグジュアリーとしての魅力を高める重要な要素

とも捉えることができるのではないでしょうか。 

つまり、深みあるローカルラグジュアリーには、この「水面下の魅力」への気づきが重要であ

り、表層・水面下両軸の魅力における効果的な活用が、「魅力のある重層的な地域」創出の一手段

になるものと考えられます。 

 

【新たな地方創生（地方創生 2.0）を考える上でのポイント（まとめ）】 

•  地域の自然や文化、歴史など地域資源を最大限活用するためには、「ローカルラグジュア

リー」という考え方のもと、その土地でしか味わうことのできない貴重で豊かな体験をも

たらす「場（地域）」を発掘・発信していくことが挙げられます。この「場（地域）」を創

造する際は、例えば「事業者の現場」、「地域ならではの景観や飲食」、「人とのコミュニケ

ーション」といった「点」を「線」としてつなぎながら、「面としてかつ重層的」に広げて

いくことも重要です。 

• 魅力を有する「場（地域）」を活かすために、「地域の魅力を適格に発信する」、「地域の魅

力をさらに高める」という二点が挙げられます。前者は、各地の「紡ぎ人（翻訳者、橋渡

し役等）」が適格にその魅力を紡いでいくこと、つまり自地域と他地域を行き来しながら深

い学び・体験を得ることで、水面下の魅力を取り込み、重層的な魅力の発信につなげると

いう取組です。また、地域に関わりのある「紡ぎ人」を増やしていくことも大事な視点で

す。後者（地域の魅力をさらに高める）は、自地域の多様な業種・年齢・立場の方との交

わりの中で得る考え方だけでなく、継続的に他地域と交流することによって広い視野を得

て、新たな視点を学び続けることで生み出される変革です。 

 

上記の考え方・ポイントによって紡ぎ出された「ローカルラグジュアリー」は、「付加価値創出

型の新しい地方経済の創生」や「地域の成長（稼ぐ・消費するが循環する地域）」の実現に結び

つくものと思料します。 

 

○今後に向けて 

京都北部を中心に展開した本事業を通し、改めて地域内外への関心が、ゆるやかなつながりとな

り、コミュニティに発展しつつあります。 

地域において、歴史的・文化的な背景・経緯を大切にしながら、ローカルラグジュアリーの本質

である「その土地でしか得られない、文脈ある体験や時間の価値」を深めていくこと、また、一
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方でその観点に縛られすぎることなく、柔軟かつ自由な発想によって、新たな価値を生み出すこ

と。これら相互を行き来することによって、次世代に進化した歴史や文化を紡いでいくことが、

持続可能性をもった地方創生につながると考えます。 

また、地域の魅力を翻訳する「紡ぎ人」の存在は、欠かすことが出来ないと同時に、より豊かな

地方創生をもたらすものと考えます。 

今後、近畿経済産業局では、今回言及した「紡ぎ人」を深掘りするとともに、それらと連動する

地域の資本とも言える「地域産業コミュニティ」に着目し、地域資本が繋ぐ社会を紐解いていく

実証事業を検討しております。 

今後の当局の活動にも是非、ご注目いただけますと幸いです。 

 

  



【特別編】                                        

○特別対談 

Local Luxury事業の次年度以降の展開を検討するため、本事業を改めて俯瞰する観点から「京都

北部以外の他地域の事業者」、「コーディネーター」、「メディア」の有識者にお集まりいただき、

オンラインにてイベントを開催しました。 

 

Vol.6 2025年 3月 12日開催 フライヤー  参加者 34名（オンライン開催） 

 

これまでの 5回の開催を通して、議論を深めてきた「ローカルラグジュアリー」ですが、これま

での論点を交えながら、改めて俯瞰し、深掘りの議論を行ったところ、以下の点が導出されまし

た。 

• 「ローカルラグジュアリー」には、国や地域、また個々人によっても様々な捉え方があ

る。また、今後も時代や社会情勢によって変わっていく概念である。 

• 「ローカルラグジュアリー」を構成する上での重要な要素として、消費者・訪問者が、

「グローバルの視点においても価値があると感じられること」、「そこでしかできない体験

等を通し、自己変革（トランスフォーム）に繋がること」がある。 

• 「ローカルラグジュアリー」とはまさに「問い」である。それぞれが「ローカルラグジュ

アリー」のあるべき姿をイメージしながら、「そこに達しているか」、「どうすればローカ

ルラグジュアリーに近づくことができるか」などを問い続けることで、個々人だけでな

く、ひいては地域の自立（律）的な成長に繋がるのではないか。 

以下では、上記の導出に至った議論等をご紹介します。 

  

事業者、コーディネーター、メディアそれぞれのお立場からご登壇いただいたあと、トークセッ

ションに移りました。 

 

登壇要旨 

 

登壇者（事業者）：有限会社菊井鋏製作所 代表取締役 菊井 健一 氏 

  

【事業紹介・取組内容等】 

有限会社菊井鋏製作所は、1953年に現在の代表取締役である菊井健一氏の祖父が和歌山で創業。

https://www.kansai.meti.go.jp/2giki/localluxury/vol6.pdf
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美容師専用のハサミを製造。受注生産を主とし、美容師のニーズに応じ、ハンドルの角度や刃の

長さ、形状など丁寧に対応し、多くの美容師から「デザインがシンプルで手にフィットする」「使

いやすい」「細かなこだわりにも丁寧に対応してくれる」など支持されている。 

ショッピングサイトでは、購入前の問い合わせ、工場見学や購入後の修理などの機会を設け、顧

客との接点（コミュニケーション）を大切にしている。 

 

菊井氏は、「和歌山ものづくり文化祭」を 2022年にスタート。ものづくりの価値、地域の産業を

広く知ってもらうことを目的に、地元和歌山で、地域の事業者等と連携し、実行委員長として中

心的な役割を担っている。 

 

直近（2025年 3月開催）では、16団体が参加。子供から大人まで幅広い層がものづくりに触れ、

楽しみ、また、職人たちの対話する場も設けることで、異なる分野の職人同士の交流にも繋が

り、新たなプロジェクトが生まれている。 

 

 

【ローカルラグジュアリーに関する考え】 

様々な視点で自分なりに考えているが、本日の場を通し改めて「ローカルラグジュアリーとは何

か」、「地域に必要な要素は何か」などを俯瞰したい。 
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登壇者（コーディネーター）：COSKYOTO株式会社 代表取締役 北林 功 氏 

  

【事業紹介・取組内容等】 

北林氏は、地域の風土に根付いた知恵を世界に発信し、体験を通じた取り組みを手がける。ま

た、2016年から京都府において「DESIGN WEEK KYOTO（現在は DESIGN KYOTO）」というコミュニテ

ィを運営するなど、「紡ぎ人（コーディネーター）」として異なる要素が混ざり合う「あわい

（※）」の部分で活動。 

 ※ふたつのものの「あいだ」にある、目に見えない空間・時間・感情のゆらぎや気配。 

 

京都市の丹波口を拠点に、主に海外のプロフェッショナルを対象にしたツアーを実施。地域をつ

なぐコーディネーターとして、地域全体の魅力をストーリーとして伝え、人の心を動かすことに

取り組んでいる。加えて、地域の魅力を伝えていく上で不可欠となるクロスカルチャーコーディ

ネーター（紡ぎ人）の育成にも取り組んでいる。同氏の活動は、インバウンドだけでなくアウト

バウンドにも展開し、丹後ちりめんをイタリア（ミラノ デザインウィーク）で紹介した際は、

多く見学者で人だかりができるなどの注目を集めた。今後も地域の魅力を伝えるツアーを展開

し、ローカル同士が繋がることで新たな価値の創造を目指している。 

 

【ローカルラグジュアリーに関する考え】 

時代や社会的背景、国や人によって様々で、その定義は常に変わり続ける。ラグジュアリーの語

源は「ルクス（光り輝かせる）」であり、「心を光り輝かせること」がラグジュアリーの本質。ロ

ーカルは都市との対比で地方と捉えられることもあるが、実際にはグローバルとの対比であり、

地域が世界の中で独自の価値を持つという視点が大事。また、持続可能な社会を構築するにあた
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り、自然資本の上に社会資本、文化資本、経済資本が回るという循環を意識した上で、地域の独

自の価値を見出すことが重要。 

 
 

登壇者（メディア）：株式会社しゃかいか 代表取締役 加藤 洋 氏 

【事業紹介・取組内容等】 

加藤氏は、株式会社 TAMでデジタルマーケティングに従事しながら、2014年に設立した「しゃか

いか」では日本中のものづくりの現場を取材する Webメディアを運営し、地域の魅力を発信。福

井県の鯖江市での RENEWや山梨県富士吉田市のハタオリマチフェスティバルなど、さまざまな地

域のオープンファクトリーを取材。 

 

「知の探索」と「知の深化」を意識しながら、ビジネスの質を高めつつ、新しい知識や経験を探

索することで、持続可能な経営を目指している。 

  

【ローカルラグジュアリーに関する考え】 

まさに「問い」と言えるのではないか。ローカルラグジュアリーという「問い」を受け、「自分に

は何ができるのか？」ということを考えることがこの事業、この言葉の意味・意義ではないかと

捉えている。例えば、最近注目されるトランスフォームトラベルでは、旅行の目的が単なるレジ

ャーやショッピングから、自己変革やトランスフォーメーションにシフトしている。旅行を通じ

て自己肯定感を高めたり、異文化理解を深めたりすることで、人生観が変わるという新しい旅の

スタイルとなっていることから、単なる贅沢ではなく、「ありがたい」と感じる体験が言わば贅沢

なのであり、その土地ならではの貴重な体験を通じ、自己変容や人生観の変化を促すことができ

れば、真のローカルラグジュアリーを提供できるのではないかと考える。 
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○トークセッション （ファシリテーター：近畿経済産業局 黒木啓良） 
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【近畿経済産業局 黒木啓良（以下、黒木】 

近畿経済産業局地域連携推進課長（イベント時）の黒木です。ここから、それぞれのお話に対す

る感想と「ローカルラグジュアリー」を深掘りしていきます。改めてみなさまにとってのローカ

ルラグジュアリーとはどのようなものでしょうか。 

 

【有限会社菊井鋏製作所 菊井健一 （以下、菊井氏）】 

ローカルラグジュアリーについて、北林さんからは「時代によって変わりうるものである」と、

加藤さんからは「ローカルラグジュアリーとは問いである」というお話がありました。改めて、

それぞれの捉え方でいいのかなと思いました。地域に行かないとできないような「ありがたい体

験」と定義したとして、仮にローカルラグジュアリーの「ロールモデル」を作ってしまうと、ど

こでも同じような体験になってしまう。それはローカルラグジュアリーとは言えなくなるのだろ

うと思いましたね。 

 

【COS KYOTO株式会社 北林 功（以下、北林氏）】 

私は外国の方と接することが多いのですが、彼らはフラットに地域を見てくれてますね。日本人

はどうしても先入観を持ってしまいがちです。外国の方と接することで、彼らの視点から自分た

ちが気づかなかった良さを教えてもらうことが多いです。「ローカル」の反対は「グローバル」と

いう話をしましたが、異なる背景を持つ人たちに来てもらうことが大事です。国を行き来するこ

とがローカルラグジュアリーを考える上で重要だと思います。 

 

（黒木） 

加藤さんは、ローカルラグジュアリーとは「問い」であるとおっしゃいましたが、その辺り、詳

しくお聞かせいただけますか。 

 

【株式会社しゃかいか 加藤 洋（以下、加藤氏）】 

「ローカルラグジュアリーは問いである」と言ったのは、単にラグジュアリーを贅沢や高価なも

のと捉えるのではなく、もっと深い意味で考えるべきだと思ったからです。ローカルラグジュア

リーという言葉自体が、私たちに何を大切にするのか、どういう体験が本当に価値のあるものな

のかを問いかけるものだと思います。この問いを考えることで、私たちは地域の特性や独自性を

再認識し、そこから新たな価値を創造することができるのではないでしょうか。 

例えば、訪れた人にとって、ある地域でしか味わえない特別な体験や、その土地ならではの人々

との交流が、真のラグジュアリーではないかと考えています。これは一見、贅沢とは無縁に見え

るかもしれませんが、実際には非常に贅沢な時間の使い方であり、心を豊かにする体験です。こ

うした体験を通じて、訪れた人々が自己変革を遂げる機会を得ることができれば、それこそがロ

ーカルラグジュアリーの本質だと思います。 

また、ローカルラグジュアリーはその土地の人々にとっても問いかけとなります。自分たちが何

を大切にし、何を誇りに思うのかを見直す機会となり、それがまた新たな価値を生むきっかけに

なると考えることもできます。つまり、ローカルラグジュアリーは一方的に提供されるものでは

なく、訪れる人と地域の人々が共に作り上げるものではないでしょうか。 

このように、ローカルラグジュアリーを「問い」として捉えることで、私たちは地域の新たな可

能性を探ることができるのではないかと考えます。 

 



（黒木） 

ありがとうございます。北林さんは、国によってラグジュアリーの捉え方に違いがあるとおっし

ゃいましたが、その辺りについてもう少しお話いただければ。 

 

（北林氏） 

例えば、ラグジュアリーと聞いて、フランス人は pleasure（楽しみ）や、dream（夢）と感じる

方の割合が日本よりも高く、日本は heritage（歴史遺産）のイメージが高いなど、国や人にもっ

ても様々ですね。こちらは、フランスの Jean-Noel Kapferer（ジャン＝ノエル・カプフェレ）さ

んが、「ラグジュアリーという言葉を聞いてイメージする言葉」の調査の結果です。調査自体は、

コロナ前のものなので、今はまた少し変わってきているかもしれません。 

 

（黒木） 

菊井さん、会社単体だけでなく、和歌山ものづくり文化祭で「ものづくり現場の見せ方」の大切

さを伝えておられますが、ものづくりの現場に対して感じておられることをご紹介いただけます

か。 

 

（菊井氏） 

職人の方は、どちらかというと自己肯定感が低い人が多いのではないでしょうか。例えば、和歌

山ものづくり文化祭で、ワークショップの値段を考える際、価格設定に悩む事業者が多いです。

根底には「自分たちの魅せる取組が、そこまで価値のあるものなのか」という思いが見え隠れし

ます。改めて自分たちの普段行っていることや技術を違う見方で捉え、誇りを持つということが

大切であることから、「現場の見せ方の重要性」については強くメンバーにも訴えています。 

 

（黒木） 

加藤さん、メディアの立場からはいかがでしょうか。 

 

（加藤氏） 

「しゃかいか」の活動（その土地に行って、クラフトマンシップに触れることなど）を通じ、私

自身、自己変革を感じることは多いです。取材を通じて得た経験を贅沢だと思い、それをメディ

アとして発信していますが、職人さんと触れることが本当に面白いので、その魅力をこれからも

表現・発信したいと思っています。子供たちの表情や職人さんの誇らしげな顔を上手くメディア

で発信していきたいですね。 

 

（菊井氏） 

先日の和歌山ものづくり文化祭で行った若手職人のトークセッションは好評でした。話慣れた方

でなく、素朴な言葉が響くということもあります。おっしゃるとおり、メディアの方が上手くく

み取っていただけるとありがたいですね。 

 

（北林氏） 

ものづくりをしている人は世界中にいて、それぞれの地域で高いレベルを持っておられることを

常々感じています。やはり、いろんな交流を通じて視野を広げながら、地域の風土や状況に合っ

たやり方をリスペクトすることが必要だと考えます。 



 

（黒木） 

ここまでを振り返りつつ、「ローカルラグジュアリーという概念は時代によって変わっていく」と

いうことを前提に、新しい社会的な価値を考えていくことが重要ですね。ローカルラグジュアリ

ーを広めていく上で、地域や行政に期待することはどのようなことでしょうか。 

 

（菊井氏） 

展示会などで海外に行った際、県の方が同行してくださったことで、現地の事業者の信頼を得た

ことがありました。そういったサポートは本当にありがたいです。 

あとは、和歌山ものづくり文化祭を通じて、地域の活動をどう言語化していくかが大事だと感じ

ています。行政や支援機関もコミュニティに一緒に入って、言葉にならないものを言葉にしてい

くということを一緒になってやっていただけたらいいなと思います。 

 

（北林氏） 

ローカルラグジュアリーの魅力を伝えた先には、販路としての海外も意識する必要があります

が、行政のみなさまには、商取引などの際の世界のルールを教えていただきたいというのがまず

ありますね。輸出の障壁など、結構苦労することが多く、よく聞いたりもしますので、その辺り

をサポートしてもらえると助かります。また、地域の支援機関（地域金融機関の方など）には、

一緒になって、コーディネーターの役割を担っていただきたいと思いますね。 

 

（黒木） 

加藤さん、メディアとしての役割など、どのようにお考えですか。 

 

（加藤氏） 

メディアはまさに変革期にあります。情報発信は民主化され、地域のことを表現・発信したい人

が増えているなと感じています。そういった人たちが繋がる機会を作ることも大切かもしれませ

ん。 

 

（黒木） 

みなさま、ありがとうございました。最後に一言ずつメッセージをお願いします。 

 

（北林氏） 

今回のセッションを通じて、改めて地域の持つ力や可能性を感じました。行政には、地域の取り
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組みを支援し、長期的な視点で見守っていただけると嬉しいです。地域の特性を活かしながら、

新しい価値を共に創造し、ものづくりを通じて、地域の魅力を広げていくことができればと考え

ています。 

 

（加藤氏） 

私も、ローカルラグジュアリーというテーマが非常に良い「問い」だと感じました。地域の特性

を研ぎ澄ませることで、訪れる人にとっての自己変革の場となるような体験を提供できるのでは

ないかと思います。メディアとして、そういった取り組みを支援し、発信していくことを続けて

いきたいと思います。ありがとうございました。 

 

（菊井氏） 

僕らがやっていることは、短期的にどうこうということは言いにくいのですが、福井県の RENEW

も 10年かかっていますし、地域を長い目で見守っていけるかっていうところが一番大事なことだ

と思います。地域を育てるという目線で行政にも応援していただきたいです 

 

（黒木） 

ありがとうございます。中長期視点で見ることが大事ですね。ローカルラグジュアリーという考

えやその精神（問い）が根付いた取り組みが、全国各地で花開き、新たな経済成長や地方創生な

どに結びつくことを願っています。ありがとうございました。 

 

 

 

○まとめ 

近畿経済産業局では、これまでの取組や今回の議論を受けて、改めてローカルラグジュアリーに

ついて考えたところ、以下のようにまとめることができるのではないかと考えました。 

訪問者・受入者双方に、一定の地域に対する知識や相手への関心・想いやりの心を持つことで、

訪問者・受入者のみならず、地域も含めた相互成長に繋がる機会になり得る。つまり、訪問者

（来訪者）には、「訪れた地域を背景として『問い』を与え、『自分なりに解釈するという贅沢』

が体験できる機会」であり、受入者（もてなす側）には、「来訪者の感性を探る『問い』を通し

て地域の深みを表現する手段」として捉えることも可能と思料します。 

「ローカルラグジュアリーとは地域の独自性を活かし、訪れる人々に、その土地ならではの、特

別な体験や時間を提供する概念」であると考え、その移り変わり自体を楽しみながら地域の成長

（地域の魅力や稼ぐ力の向上）につなげていければと考えています。  

今後ともローカルラグジュアリーの考え方が全国に広がり、地方創生の一つの手段、自立（律）

的な成長機会の創出につながりますよう、他地域を含む新たな展開を考えてまいりますので、引

き続き、ご注目いただけますと幸いです。 

 


